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様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 31年 2月 18日

通告者( 議席番号 9 番) 森 田 明 彦

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．1
質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市 長

教育長

市 長

教育長

市 長

教育長

市 長

児童虐待問題について

俵坂関所跡周辺の整備に

ついて

防災問題について

地域コミュニティセンタ

ーの防犯対策について

① 非常に痛ましい事件が報道されている。

政府も１ヶ月以内の緊急安全確認を行うことを表明

されているが、近年の内、市内での発生等の報告が

ないか伺う。

② 虐待等が疑われる事案が発生したとき、嬉野市では

どのような手順で対応するのか。また、対策はどの

ように定めているのか伺う。

① 今までに陳情もされていると思うが、旧跡地区への

進入道路が解りくい上、非常に狭く消防車などの緊

急車両も入りにくい。拡幅が必要と考えるが如何か。

② 歴史的旧跡、俵坂関所跡を車で訪れる人も多いと聞

く。旧跡付近に１～２台分の駐車場確保が出来ない

か。

③ 旧跡石柱に建立時の説明書があるが、苔や経年劣化

で読み辛い。何らかの対策が必要ではないか。

① 災害時の家庭での備蓄に関して、市民への啓発活動

は行われているか伺う。また、関心、浸透度はどう

か。

② 家庭での備蓄に関しても男性目線で考えられがちだ

が、女性や子供目線での取り組みが大事と思うが如

何か。また、取り組むべき問題と思うが、どうか。

市内コミュニティセンター敷地での不審な事案があっ

たと聞く。地域の重要な拠点であり、防犯上の対策が必

要と考えるが、計画があるか伺う。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 31 年 2 月 18 日

通告者( 議席番号 13 番) 山 口 政 人

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．１

質問の相

手

質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市 長

市 長

市 長

市 長

市 長

市 長

市 長

水道事業

市政について

中山間地農業、ため池改

修地元負担軽減、暗渠排

水市単独の補助について

法定外税について

地域再生エリアマネジメ

ント負担金制度について

公共施設の新設・改修に

ついて

企業誘致について

水道事業の現状と課題に

ついて

市長就任後の1年を振り返っての感想と2年目以降の決
意を伺う。

今までの一般質問で、これらのことをどう検討された

か。 また、実行出来るか。

人口減で税収が減になっていくなか、法定外の税を検

討すべきではないか。

平成 30年 6月 1日公布、施行の地域再生法の一部を
改正する法律の中にエリアマネジメント負担金制度と

いうのがあるがこの制度について、市長の認識を伺う。

今後の公共施設の在り方はどうなっていくのか、具体

的に伺う。

久間工業団地への企業誘致はどうなるのか。

人口減少の中、今後の水道事業の在り方と水道料金につ

いて伺う。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成３１年２月１８日

通告者( 議席番号 １４ 番) 芦塚 典子

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

教育長

市長

水道事業

市長

教育長

市長

教育長

公園の利用並び整備につ

いて

「公共施設白書」策定につ

いて

視察対応について

教育諸問題について

① 和泉式部公園の活用状況について。

② 草スキー場（和泉式部公園、北部公園）の整備について。

③ 藤棚（和泉式部・北部・塩田津みなと広場）の剪定につ

いて。

④ 和泉式部公園・北部公園の木製の遊具・ベンチ・展望台・

施設等の管理について。

⑤ 和泉式部の歌碑の短歌の訂正について。（文字に誤りがある）

① 施設の建設時期や利用状況、管理経費などを整理、算出

し、その状況を一元化して白書として策定される予定はあるか。

② インフラ施設について、橋梁の数・面積と橋種別の面積、上

水道（導水管、送水管、配水管）の総延長、下水道（管路）の

状況を伺う。

③ 土地の保有面積と地目別土地面積の状況及び低利用地・未利

用地の状況を伺う。

① 行政職員や各種団体から本市への行政視察に対して、宿

泊・休憩・昼食等、先方にお願いすることを取り決められて

いるが、行政視察に来訪された際、宿泊・休憩等で観光関連

業者との連携はうまく図られているか。

② 視察対応における説明等はどのように行われているか。

③ 視察説明等のツールとして動画等の活用はされているか。

① 全国学力テストは、小学６年生と中学３年生が対象だが、

県教育委員会は独自に小学５年と中学１、２年にも同様の調

査をしている。２０２０年度から４月の調査を廃止すること

が、県教育委員会で取り決められた。市の教育委員会はどの

ように取り扱われるか。

② 市内小中学校の学力テストの今後の取り扱いは。



通告者( 議席番号 １４ 番) 芦塚 典子

Ｎｏ．２

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

教育長

子どもの虐待について

③ ２０２０年度からの新学習指導要領が小学校で実施され

るが、どのような内容か。またどのように対応していかれ

るか伺う。

平成３０年７月２０日開催された、児童虐待防止対策に関す

る関係閣僚会議によると、児童相談所への児童虐待相談対応件

数は、２０１６年度には１２万人を超えており、５年前と比べ

て倍増している。また、児童虐待により年間約８０人もの子ど

もの命が失われている現況である。そこで本市の現状について

伺う。

① 相談窓口は周知されているか。

② 効果的・効率的な情報提供・共有がされているか。

③ 転居した場合の情報共有は適切か。

④ 関係機関（警察・学校・病院等）との情報共有は徹底さ

れているか。

一時保護は適切に行われているか。

⑤ 児童相談所全国共通ダイヤル「１８９（いちはやく）」の

啓発・配布や行き過ぎたしつけをしないよう「子どもを健や

かに育むために～愛の鞭ゼロ作戦～」の啓発資料を乳幼児健

診の場や学校、幼稚園・保育所において配布されているか。

⑥ 電話相談窓口「子ども人権１１０番」や小中学生を対象

とした「子ども人権ＳＯＳミニレター」の活用を周知・啓発

されているか。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 ３１ 年 ２ 月 １９ 日

通告者( 議席番号１１ 番) 山口 忠孝

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

市長

まちづくりのすすめかたに

ついて

市有林の今後について

1 昨年 12月に実施された嬉野医療センター跡地活用のアンケ
ート調査について伺う。

① どのような意図で今回アンケートをおこなったのか。

② アンケートの結果はどうであったか。

③ 今後の展開はどのように考えておられるのか。

2 現在の嬉野公民館や公会堂が廃止され、消防署も移転される

ことが決定しているが、今後について伺う。

①建物の取り壊し等を含め、今後の予定はどうなっているの

か。

②住民の声をどのように取り入れていくのか。

3 立地適正化計画・コンパクトシティ政策と地域包括ケアシス

テムの構築という施策は矛盾しているのではないか。

2月 1日、議会の森林・林業活性化議員連盟の事業で市有林(一
部ではあるが)の現状と現地視察を担当課と行った。そこで今後
の取り組みについて伺う。

①現状をどのように感じておられるか

②今後どのように市有林を活用、運用していくのか。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 ３１年 ２月 ２０ 日

通告者( 議席番号 １２ 番) 山 下 芳 郎

嬉野市議会議長 様

記 Ｎｏ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

市長

移住に向けた空き家の活用につ

いて

医療センター跡地の活用計画に

ついて

嬉野市空家等対策計画について

① 人口減少対策に空き家の活用の考えは如何か。

② 嬉野市空家等対策協議会の活動状況は如何か。

③ 平成28年度に実施した実態調査の結果の活用はできているか。

④ 行政区や小字単位での空き家の集計はできないのか。

⑤ 調査実施時の委託業者とのデータの共有及び更新はできている

のか。

⑥ 活用できる空き家の把握はできているか。

また、特定空き家は市内で1件とあるが実態はどうか。

⑦ リフォームして空き家の活用モデルとして移住促進につなげら

れないか。

⑧ 農泊、民泊など具体的な活用を明示し、空き家を活用した移住が

進められないか。

⑨ 空き家バンクのマッチングはどう進めているのか。

① 医療福祉関係の教育の場を提案してきたが、如何か。

② 今ある環境を最大限に生かすべきと思うが如何か。

・広大な土地、温泉、西公園、現施設の再活用、交通の利便性

③ 医療福祉関係の企業誘致は考えられないか。

④ 医療福祉のまちづくりを目指しては如何か。



通告者( 議席番号 １２ 番) 山 下 芳 郎

Ｎｏ．２

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

市長

嬉野温泉商店街の環境整備につ

いて

国際ハブ空港としての佐賀空港

について

① 駐車場の整備を優先すべきではないか。

② 周辺部にある用地を整備する事でまちづくりの展開につながる

と思うが如何か。→草津温泉を参考にしては如何か。

① 佐賀空港の国際ハブ空港化についての市長の考えを伺う。

② 地元経済界を中心に推進の動きがあるが、観光地嬉野として協力

できないか。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 31年 2月 25日

通告者( 議席番号 2番) 諸上 栄大

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

市長

高齢者福祉について

嬉野医療センター跡地の活

用に関して

１ 介護人材の確保について

① うれしのやさしさプランの中において、高齢者福祉の現状

課題の 1つとして「介護が必要な人が増える一方で、介護
施設やその従事者の不足が生じており、介護が必要な人が

サービスを受けられない、といった深刻な事態に陥ってし

まう可能性があります。」とある。介護施設の人材の不足が

言われている状況の中、今後その対策に関してどのように

取り組んでいくのか考えを伺いたい。

② 高齢者保健福祉計画 P33③包括的支援事業の計画の中にお
いては、地域ケア会議、自立支援型地域ケア会議、地域ケ

ア個別会議、地域ケア推進会議について掲げてあるが、そ

の内容と取り組み状況に関して伺う。

③ 高齢者雇用の拡大や介護施設の人材不足を補うためにも、

ノンコア業務従事者（介護補助員）の養成を行ってみては

いかがか。

２ 介護予防について

① 一次介護予防事業の取り組み状況、また課題に関して伺う。

② タブレット端末等を活用した認知症予防事業やチャオシル

を活用した認知症予防の講座、認知症カフェ、また、健康

ウォーキングコースなどの検討をしてみてはいかがか。

① 現在の進捗状況に関して、また、今後の方向性に関して伺

う。

② 温泉資源を活用したスポーツジムなど、健康づくりにつな

がるような展開を検討してみてはいかがか。



通告者( 議席番号 2番) 諸上 栄大

Ｎｏ．２

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長 市道について

③ 一人暮らしの方や、高齢者夫婦などが低価格で生活できる

住まい等を提供することで最終的には、地域包括ケアシス

テムを縮小したようなエリア構想を考えてみてはどうか。

① 安全点検などは行っているのか。

② 築城交差点嬉野町側付近の、市道（七区画 34号線）から国
道に出入りできる道路について、車両や歩行者・自転車と

の事故のリスクが高いと考えるが、何らかの対応はできな

いか。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 31年 2月 25日

通告者( 議席番号 4番) 山口虎太郎

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．1
質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

市長

市長

政治倫理について

空き店舗改修事業について

農業について

１、市長は政治倫理についてどう考えるか。市長になり、わず

か６か月での事案となったが、市長としての政治姿勢をうか

がう。

２、７月９日の市長の出張について

①７月６日の西日本豪雨災害による各県被災状況の中での７

月９日出張が、なぜ必要だったのか。その理由は。

②羽田空港からセグウェイベース、六本木宿泊先への交通手

段は車で移動されているが、市から交通費を支払われている

のはなぜか。

③当日誘われた懇親会になぜ私物のお茶を準備されていたの

か、その理由は。

④高級ホテル東京ベイコート倶楽部へ宿泊した市職員を黙認

した事実を踏まえ市長自身の監督責任をどう考えてるか。

⑤宿泊した職員２人の処分を検討すると報道されているが、

いまだ処分がなされてないその理由は。

⑥市長は SNS上で当初私的な会合だと書かれ、市民に対して
代理人弁護士を使い、SNSを削除しないと法的措置をとると
送られているようですが、どういう理由か。

１、補助金交付後の店舗の営業状況について伺う。

１２月議会で質問したが、担当課もしくは商工会が営業状況

の調査はされたのか。また報告は受けられたのかうかがう。

１、今後の農業振興施策についてうかがう。

・農業施策の重点施策をうかがう。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 31 年 2 月 25 日

通告者( 議席番号 1 番) 山口 卓也

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

市長

市長

公務員倫理について

地域おこし協力隊の活用に

ついて

チャオシル活用の長期展望

について

政治倫理審査会において審議された事案について、公務員倫理

上の問題について伺う。また、今後の綱紀粛正に向けての考え

等を伺う。

①政治倫理審査会の結果を受けて、所感を伺う。

②公務員倫理上の利害関係者の定義を伺う。

③綱紀粛正に向けての考えについて伺う。

④市長の政治哲学について伺う。

任期１年目の地域おこし協力隊に対し平成 30 年度をもって任

期満了とする旨言い渡されたと聞いたが、なぜそのような結論

になったのか伺う。

①地域おこし協力隊は最長３年まで再任することができるが、

再任しない理由の法的根拠を伺う。

②隊員の希望は確認したのか。

③当該隊員の１年間の活動内容と成果を伺う。

④就任後１年以内に辞めることとなる隊員が２名となることに

ついて所感を伺う。

⑤隊員の特色などに応じた活用を検討しないのか。

⑥今後の地域おこし協力隊の活用方針を伺う。

チャオシル活用の長期展望を伺う。

①現時点で把握できている平成 30 年度のチャオシルの実績に

ついて（入館者数、体験者数、イベントの実績など）。

②開館３ヶ月で入場料を無料としたが、効果を伺う。

③抹茶を飲めるようにできないか。

④チャオシルへの今後の投資をどのように計画しているか。

⑤チャオシル駐車場の活用計画の構想などはあるのか。



通告者( 議席番号 1 番) 山口 卓也

Ｎｏ．２

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

市長

市長

一方通行化社会実験につい

て

広域交通について

市長就任１年を経過しての

市政運営に関する感想及び

今後の抱負について

①一方通行化社会実験の結果報告を受けて、所感を伺う。

②今後の展開について。

１．九州新幹線西九州ルートに関する市長の考えについて伺う。

①武雄温泉駅―新鳥栖駅までの整備方式について、どのように

考えているか。

②県は財政的見地からフル規格に対して難色を示しているが、

そのことについてどのように考えているか。

③九州佐賀国際空港方面を通過するフル規格ルートのアイデア

もあると聞いているが、どのように考えているか。

２．広域道路行政について伺う。

①県への要望等について。

②有明海沿岸道路や西九州自動車道から本市へのアクセス向上

について、どのように考えているか。

①市長就任１年目としての自己評価はいかがか（良い点、課題

など）。

②今後の抱負について（重点施策など）。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 ３１ 年 ２ 月 ２５ 日

通告者( 議席番号 １０ 番) 辻 浩 一

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

市長

新幹線整備の今後について

中山間地農業の振興につい

て

１．フリーゲジトレインの導入が事実上断念され、整備方式が

白紙となり、新たな整備方式が検討されている事について

の所感を伺う。

２．フル規格化導入の波及効果について。

３．フル規格化導入による追加負担の検証について。

４．県内自治体の共通認識への働きかけについて。

１．中山間地の農地がもたらす公益性が問われているが、今後

の維持管理についての方向性を伺う。

２．有害鳥獣対策について。

３．中山間地域等直接支払制度について。

４．棚田の維持について。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 31 年 2 月 25 日

通告者( 議席番号 ７ 番) 川 内 聖 二

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市 長

市 長

二次交通について

塩田川河川改修について

嬉野市の九州新幹線西九州ルートの工事も着工して数年が経

ち、２０２２年度の開業に向け工事も着々と進み後は駅舎の整

備を待つばかりとなってきた。

このように新幹線の整備はなされているが、これと連携する

二次交通に関して、市としては現在どのような考えを持たれて

いるかを伺う。

以前、塩田川、通称嬉野川の河川改修について質問を行った

が、平成 29年の九州北部豪雨に続き、昨年の 7月に甚大な被
害をもたらした西日本豪雨と立て続けに自然災害に見舞われ

た。しかし、いま現在も観光地を流れる嬉野川には土砂等が堆

積したままの状態である。

所管の杵藤土木事務所は改修に対し、どのような見解を示し

ているかを改めて伺う。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 31 年 2 月 25 日

通告者( 議席番号 ３ 番) 諸 井 義 人

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．1
質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

市長

市長の市政運営について

市職員人事行政について

市長就任 1年目を振り返り、自己評価及び今後のビジョンを問う。
① 新幹線西九州ルートのフル規格実現の為の山口知事との話し

合いは進んでいるのか。

② 地域資源と親和性の高い企業誘致はどうなっているか。

③ 西九州させぼ広域都市圏協議会を脱退した。その後のニュー観

光戦略はどうなっているか。

市職員人事行政について今後の方向性を問う。

① 職員採用試験区分の変更は考えられないか。

② 公務員給与のラスパイレス指数は、96.3と 2017年県内 10市
中最低であり、全市町の中でも 18位になっている。職員の士
気高揚を図るためには改善すべきではないか。

③ 任期付き職員の任用、運用について。

④ 職員の居住地について。

⑤ 新地方公務員法の会計年度任用職員制度導入に向けての取り

組み状況及び問題点について。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 ３１年 ２月 ２５日

通告者( 議席番号 ５ 番) 宮 﨑 一 德

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．1
質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市 長

市 長

市 長

教育長

市 長

道路整備について

空家対策について

児童等虐待への対応につい

て

マイナンバーカードについ

て

１ 新幹線嬉野温泉駅前西側の医療センター開業により、国道

３４号の混雑が想定されるが、対策はどのように考えられてい

るのか。

２ 緊急車両の通行が困難な市道が見受けられるが道路拡幅等

の整備はどのように考えられているのか。

１ 嬉野市空家等対策協議会の開催状況を伺う。

２ 特定空家の判断基準の設置は定まったのか。

３ 特定空家の認定はできているのか。

１ 親族による児童等の虐待から死に至るという痛ましい事件

が報道されているが、嬉野市では心配されるような案件はない

のか。

２ 児童等虐待の通報・相談窓口はどのようになっているのか。

３ 警察、学校などとの連携はどのようになっているのか。

１ 先に２０１８年１２月１日現在の市町村の交付率が発表さ

れたが、交付数１，９７６枚、交付率７．４％と県内でも低い

ようだが、どのように受け止められているのか。

２ 日常生活で住民票や戸籍謄本等は生涯に数回しか必要ない

と思うが、そのような中、マイナンバーカードの交付について、

その必要性を積極的に啓発されるのか。また、その考えをお持

ちか、伺いたい。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 31 年 2 月 25 日

通告者( 議席番号 8 番) 増田 朝子

嬉野市議会議長 様

記

Ｎｏ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨

市長

教育長

市長

市長

児童虐待について

動物の愛護と管理について

情報発信について

昨年 3月東京都目黒での 5歳女児虐待死、また、本年１月千
葉県野田市の小学 4年女児虐待死の痛ましい事件があった。
このことを受けて市長と教育長に伺う。

① これらの事件に対しての所感と嬉野市においての児童虐

待の実態を伺う。

② 要保護児童対策地域協議会の運営状況を伺う。

③ 児童虐待に対する本市の学校・児童福祉施設等における

防止策（早期発見、初期対応等）を伺う。

野良猫対策について

① 平成 28年度より去勢、不妊手術費の助成がなされてい
る。3カ年の実績と現況を伺う。

② 猫の適正飼養（地域猫）推進事業の取り組みは考えられ

ないか。

① 本年 4月から新しく広報、広聴課が設置されるが、市民に向
けての情報発信としてこれまでとどう変わるのか。

② ホームページにおけるイベントカレンダーの充実について

以前にも質問したが、その後、どのように検討されたか。

③ 市の委託先や補助金交付先のイベント情報の発信を市民や

観光客にわかりやすくできないか。



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 31 年 2 月 25日

通告者( 議席番号 15 番) 梶 原 睦 也

嬉野市議会議長 様

記

ＮＯ．１

質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨 （具体的に）

市 長

市 長

教育長

認知症対策と認知症条例

について

人口減対策と福祉・教育

施策との関係について

１．急速に進む高齢化と共に認知症対策は本市において

も喫緊の課題である。本市における認知症対策の現状

と対策について伺う。（新オレンジプランに基づき）

① 認知症に対する課題で主なものは何か。

② 認知症予防に対する考えは。

③ 今後の認知症患者の推移予測と対策は。

＊（認知症サポーター、見守り体制ＱＲコード付き名札、

認知症初期支援チームの設置等に対する考えを問う）

２．「ひとにやさしいまち」を標榜する本市において先

の課題に対処するために「認知症条例」の制定をすべ

きと考えるが市長の見解を伺う。

定住促進のための施策はあらゆる角度での対策が求

められるが、福祉・教育施策も大きな人口減対策のひと

つである。

まずは、市民が「嬉野市に住んでよかった。これから

もずっと住み続けたい」と思う街づくりが第一義である

ことは言うまでもないが、それによって他自治体の住民

が「あんなに福祉・教育が充実しているのなら嬉野市に

移住してみたい」と思うような施策展開が必要になって

くる。

現在、嬉野市をＰＲ出来る福祉・教育施策はどのよう

なものがあるのか伺う。

＊（給食費無償化はどう考えるのか。等々）



様式１号 一 般 質 問 通 告 書

下記のことについて、嬉野市議会会議規則第６１条第２項の規定により一般質問の通告をいたします。

平成 31 年 2月 25日

通告者( 議席番号 6 番) 宮﨑 良平

嬉野市議会議長 様

記

ＮＯ. １
質問の相手 質 問 の 事 項 質 問 の 要 旨 （具体的に）

市長

市長

市長

九州新幹線西九州ルートに

ついて

みゆき公園内のスポーツ施

設の現況について

結婚支援事業について

①FGT が頓挫し、未だに整備方法が決まらない現況の中、市と

しての所感を伺う。

②現況に対し、今後市としてどのような形でフル規格に向け国、

県と交渉していくのか伺う。

①みゆき公園内の各スポーツ施設の現況および利用状況（過去

5年間の使用頻度）について伺う。

②各施設の維持補修について伺う。

①わが市における結婚支援事業の現況を伺う。

②事業を振り返り、どうしても解決できない問題、課題があれ

ば伺う。


